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貞川晋吾　住友商事グローバルリサーチ株式会社 国際部シニアアナリスト

は
じ
め
に

　

昨
年
夏
、
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
手

の
テ
ン
セ
ン
ト
が
運
営
す
る
Q
Q（
S
N
S

の
一
種
）
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
、「
あ
な
た

の
『
中
国
の
夢
』
は
何
か
？
」
と
言
う
問

い
に
「
米
国
に
移
民
す
る
こ
と
」
と
答
え
、

「
共
産
党
万
歳
！
」
と
い
う
発
言
に
対
し

て
、
体
制
を
批
判
す
る
答
え
を
し
た
こ
と

が
判
明
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
、
と
言
う
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
。

出
来
過
ぎ
だ
と
疑
い
た
く
な
る
ほ
ど
、色
々

な
意
味
で
面
白
い
話
だ
が
、
筆
者
は
、
中

国
で
も
、
何
気
な
い
生
活
の
シ
ー
ン
の
中

で
す
で
に
A
I
（
中
国
語
：
人
工
智
能
）

が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
中
国
の
膨
大
な
人
口
が

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
生
み
出
す
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

が
、
A
I
に
対
し
て
良
好
な
学
習
環
境
を

与
え
る
こ
と
に
も
改
め
て
思
い
当
た
っ
た
。

あ
れ
か
ら
半
年
、
最
近
で
は
、
ゴ
マ
信
用

や
テ
ン
セ
ン
ト
信
用
調
査
に
代
表
さ
れ
る
、

企
業
や
個
人
の
信
用
度
合
い
を
数
値
化
す

る
社
会
信
用
保
障
の
仕
組
み
や
、
さ
ら
に

は
交
通
信
号
を
無
視
し
て
道
を
渡
っ
た
歩

行
者
を
街
頭
の
監
視
カ
メ
ラ
が
捉
え
、
瞬

時
に
身
分
証
の
登
録
情
報
と
結
び
付
け
て

交
差
点
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
表
示
す

る
な
ど
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、

A
I
の
応
用
を
よ
り
強
く
意
識
さ
せ
る
事

中国のAIについて
～政府の取組みと一部応用事例～

例
の
報
道
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
る
。

　

で
は
、
中
国
で
は
他
に
ど
の
よ
う
な
分

野
で
A
I
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？  

本
稿
で
は
ま
ず
、
中
国
政
府
が

A
I
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
次
に
、
中
国
や
香
港
の
報
道

や
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
得
た
A
I

の
応
用
事
例
を
紹
介
し
、
最
新
の
中
国
経

済
の
一
端
を
垣
間
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

　

昨
年
秋
に
は
、
筆
者
が
所
属
す
る
職

場
で
も
、
I
B
M
のW

atson

と
言
う

A
I
を
使
い
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
収
集
作

業
や
論
文
な
ど
の
要
約
作
業
の
ト
ラ
イ
ア

ル
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
ア
マ

ゾ
ン
や
ヤ
フ
ー
な
ど
で
買
い
物
し
た
際
に
、

購
入
デ
ー
タ
を
彼
ら
に
与
え
る
と
同
時
に
、

「
こ
の
商
品
を
買
っ
た
人
は
、
こ
ち
ら
の
商

品
に
も
興
味
を
持
っ
た
」
な
ど
、
A
I
の

レ
コ
メ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
一
方
的
に
受
け
る

側
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
今
後
は
、
仕
事

の
中
で
A
I
を
自
分
か
ら
活
用
し
て
行
く

側
に
変
わ
る
方
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

中
国
政
府
に
と
っ
て
の    
A
I
産
業

　

中
国
政
府
は
、
A
I
を
最
先
端
技
術
の

一
つ
と
し
て
、
極
め
て
重
要
視
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
3
月
の
第
12
期
全
人
代
第

4
回
会
議
で
採
択
さ
れ
た
第
13
次
五
カ
年

（
16
～
20
年
）
計
画
綱
要
の
中
で
は
「
…

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
カ
ギ
と
な
る
技
術
、
知
財
権

を
持
ち
改
変
可
能
な
O
S
、
ハ
イ
エ
ン
ド

工
業
と
大
型
管
理
ソ
フ
ト
、
新
興
分
野
の

A
I
技
術
に
重
点
を
置
い
て
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
を
図
る
」
と
し
、
五
カ
年
計
画
の
中

で
初
め
て
A
I
に
言
及
し
た
。
そ
の
後
も
、

翌
17
年
3
月
の
第
12
期
全
人
代
第
5
回
会

議
で
の
「
16
年
国
民
経
済
と
社
会
発
展
計

画
の
執
行
状
況
と
17
年
国
民
経
済
と
社
会

発
展
計
画
草
案
に
関
す
る
報
告
」
の
中
で
、

「
…
第
二
に
、
新
興
産
業
の
健
全
な
発
展

の
持
続
を
推
進
す
る
。
戦
略
性
の
あ
る
新

興
産
業
を
強
大
な
も
の
に
す
る
べ
く
国
家

の
戦
略
産
業
発
展
基
金
を
創
設
し
、
新
材

料
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
A
I
、
集
積
回
路
、

バ
イ
オ
製
薬
、
5
G
移
動
通
信
な
ど
最
先

端
の
戦
略
性
の
あ
る
領
域
で
、
企
業
に
主

体
的
役
割
を
発
揮
さ
せ
、
市
場
化
に
よ
っ

て
、
系
統
的
な
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

仕
組
む
」
と
し
て
、
A
I
関
連
産
業
に
対

し
注
力
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

上
記
を
受
け
て
、
17
年
7
月
、
国
務
院
は

国
発
［
2
0
1
7
］
35
号
「
次
世
代
A
I

発
展
計
画
」（
以
下
「
発
展
計
画
」）を
公
布
。

さ
ら
に
、
同
年
12
月
、
工
業
・
信
息
化
部

が
工
信
部
科
［
2
0
1
7
］
3
1
5
号
「
次

世
代
A
I
産
業
発
展
3
カ
年
行
動
計
画

　何げない生活の中で AI が浸透し、その AI に対してビッグデータが良好な学習環境を与えている等、日々新た
な認識を迫られる中国。AI の応用を強く意識せざるを得ない報道も次々となされている。
　中国政府が想定している AI 産業の発展政策を講じるとともに、AI の応用事例を通じて最近の中国経済の一
端を紹介してみたい。
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表 1 「発展計画」での注目点 ① 3 ステップの戦略目標
ステップ 戦略目標 産業規模

～ 2020 年

AI の全体的技術と応用を世界の先進的レベル並みにし、AI 産業を新しい重要な
経済的成長分野とし、AI 技術の応用が民生改善の手段となり、中国がイノベーシ
ョン型国家に仲間入り出来るよう、また、小康社会の全面的完成という努力目標
を実現出来るよう、力強く支える

● AI 中核産業規模＞ 1,500 億元
●同周辺産業規模＞ 1 兆元

～ 2025 年
AI の基礎理論で重要なブレークスルーを達成し、一部の技術と応用を世界のトッ
プとし、AI が中国の産業のグレードアップと経済構造転換の主要な原動力となっ
て、社会のスマート化を積極的に進める

● AI 中核産業規模＞ 4,000 億元
●同周辺産業規模＞ 5 兆元

～ 2030 年

AI の理論、技術と応用の全体を世界のトップのレベルに到達させ、中国が世界の
主要な AI のイノベーションセンターとなり、スマート経済やスマート社会が顕
著な成果を上げ、イノベーション型国家の最前列に経済強国として身を置くため
に重要な基礎を作り上げる

● AI 中核産業規模＞ 1 兆元
●同周辺産業規模＞ 10 兆元

（出所）「発展計画」 二、全体的な要求の（三）戦略目標より抜粋して作成。

表 2  「発展計画」での注目点 ②経済との関連で発展させたい対象・分野
1. AI によって生まれる新興産業

① スマート・ハードウエア / ソフトウエア：AI の応用に向けて基礎的なハード・ソフトを開発

② スマート・ロボット：工業用、サービス用など応用を広め世界市場へ。海洋用、極地用など特殊用途も

③ スマート・輸送ツール：自動車や鉄道の自動運転、商用ドローン、無人航行船

④ 仮想現実と拡張現実の関連技術、製品、サービス

⑤ IoT の基礎デバイス：高感度、信頼性のあるスマートセンサーやチップ、近距離通信技術

2. AI の応用を進めてスマート化を推進する産業

① 製造業：製造工程のスマート化、離散型生産、ネットワーク化した協同生産など

② 農業：スマート農場、植物工場、スマート果樹園、スマート農産品加工など

③ 物流：貨物上げ下ろし、仕分け、配送など設備のスマート化、倉庫管理のスマート化など

④ 金融：金融商品・サービスでのイノベーション、顧客サービスや監視のスマート化など

⑤ 商業：多ソースのビッグデータをプラットフォーム化し、企業のスマートなビジネスを支援

⑥ 住宅設備、家電：様々な応用に適応する家電などの通信プロトコール、インターフェース開発

3. AI の応用を加速して発展させるサービス分野

① スマート教育：ビッグデータを基にしたオンライン学習・教育プラットフォーム、教育分析システムなど

② スマート医療：手術協働ロボット、診療サポート、診療画像識別、病理分類、ゲノム識別、新薬開発など

③ スマート・ヘルスケア / 養老：健康管理用のウエアラブルな装置、視聴補助装置、運動補助装置など

④ スマート行政：社会問題の検討・評価、政策評価、リスクの予想など重要な戦略決定での応用など

⑤ スマート法廷：証拠収集、事案分析、法律文書の閲読・分析、裁判能力スマート化など

⑥ スマート・シティ：インフラやビルのスマート化、都市インフラ、同自然環境の全面的観測・検知など

⑦ スマート都市交通：営業車両の自動運転、交通混雑緩和、道路・鉄道・低空・海上の交通管制など

⑧ スマート環境保護：全国をカバーしデータを共有する環境監視・測定網など
（出所）「発展計画」 三、重点任務の（二）ハイエンド、高効率のスマート経済の育成、および（三）安全簡便なスマート社会の建設より抜粋して作成。

表 3　「行動計画」での注目点 重点プロジェクト
タイトル 2020 年の目標

① スマート・ネットリンク自動車 HA 級注 2 の自動運転をサポートするプラットフォームの構築

② スマート・サービスロボット 20 社以上が応用面で模範を示す

③ スマート・ドローン 一般用で 3 軸機械式ジンバル精度 0.005 度、360°危険回避

④ 医療画像診断補助システム 典型的疾病につき各種医療画像での検出率＞ 95％

⑤ ビデオ画像身分識別システム 複雑な動態シーンでの顔認識有効検出率＞ 97％

⑥ スマート言語音声対話システム 中国語音声の平均識別正確度 96％、対話意図識別率＞ 90％

⑦ スマート翻訳システム 中⇔英翻訳正確度＞ 85％、多言語対応で成果

⑧ スマート住宅設備・家電 製品の多品種化、AI テレビ市場浸透率＞ 90％
（出所）「行動計画」 二、スマート製品を育成するより抜粋して作成。
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中
国
の
す
ご
み
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
話
だ
。
17
年
の
全
人
代
で
報
告
さ
れ
た

「
最
先
端
の
戦
略
性
の
あ
る
領
域
で
、
企

業
に
主
体
的
役
割
を
発
揮
さ
せ
、
市
場
化

に
よ
っ
て
、
系
統
的
な
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
仕
組
む
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
4
つ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
こ
と
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。

  

ま
た
、
地
方
政
府
は
A
I
産
業
の
将
来

性
に
着
目
し
、
A
I
関
連
企
業
を
誘
致
す

る
た
め
の
ハ
コ
モ
ノ
作
り
を
始
め
て
い
る
。

中
国
国
内
の
報
道
か
ら
代
表
的
な
も
の
を

表
5
に
示
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
合
肥
市

（
安
徽
省
）、
広
州
市
、
天
津
市
、
成
都

市
な
ど
が
同
様
の
動
き
を
し
て
お
り
、
広

州
市
番
禺
区
（
広
東
省
）
に
は
、
A
I
綜

合
産
業
園
に
加
え
、
A
I
テ
ー
マ
パ
ー
ク

を
作
る
計
画
が
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

A
I
の
応
用
事
例

　

以
下
、
中
国
各
地
の
様
々
な
A
I
応

用
事
例
を
紹
介
す
る
。

（
1
）
自
動
運
転
関
連

①
バ
ス
の
自
動
（
試
）
運
転
：

　

深
圳
バ
ス
集
団
が
、
17
年
12
月
か
ら
、

深
圳
市
福
田
保
税
区
の
公
道
（
片
道
1
・

2
キ
ロ
、
停
留
所
3
カ
所
）
で
、
バ
ス
の

自
動
運
転
（
運
転
手
は
運
転
し
な
い
が
、

運
転
席
で
不
測
の
事
態
に
備
え
る
）
の
ト

ラ
イ
ア
ル
を
開
始
し
た
。
本
件
は
、
国
家

ス
マ
ー
ト
交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
深
圳
バ
ス
集
団
な
ど

の
共
同
開
発
に
よ
る
も
の
。

②
自
動
車
教
習
所
の
A
I
教
官
：

　

浙
江
省
の
嘉
善
安
通
自
動
車
教
習
所

が
、
17
年
6
月
か
ら
導
入
。
教
習
所
内
の

模
擬
コ
ー
ス
走
行
時
に
随
時
音
声
で
運
転

指
導
や
モ
ニ
タ
ー
で
の
表
示
を
行
い
、
コ
ー

ス
ア
ウ
ト
な
ど
の
場
合
に
は
警
告
を
発
す

る
。
教
習
終
了
時
に
は
、
評
価
結
果
を
音

声
で
伝
え
る
。
開
発
者
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

③
百
度
（Baidu

）
の
動
静
：

　

北
京
汽
車
（
B
A
I
C
）、
江
淮
汽
車

（
J
A
C
）、
奇
瑞
汽
車
（Cherry

）
な

ど
と
レ
ベ
ル
3
～
レ
ベ
ル
4
の
自
動
運
転
乗

用
車
の
共
同
開
発
お
よ
び
19
～
20
年
の
量

産
開
始
、
ま
た
、
金
龍
客
車
と
レ
ベ
ル
４

の
無
人
循
環
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
小
ロ
ッ
ト
量

産
・
試
運
転
開
始
で
合
意
済
み
。
今
年
1

月
の
C
E
S
（
米
国
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
）
で
、
自
動

運
転
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

Apollo2.0

を
発
表
し
た
。

（
2
）
顔
の
画
像
に
よ
る
身
分
識
別
関
連

①
街
頭
な
ど
の
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
社
会

監
視
シ
ス
テ
ム
：

　

公
安
部
の
「
天
網
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
こ

と
。
カ
メ
ラ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
捉
え
た
顔

の
画
像
か
ら
瞬
時
に
個
人
を
特
定
す
る
こ

（
18
〜
20
年
）」（
以
下
「
行
動
計
画
」）

を
公
布
し
て
い
る
。「
発
展
計
画
」
で

は
、
戦
略
目
標
と
し
て
、「
第
一
歩
は
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
A
I
の
全
体
的
技

術
と
応
用
を
世
界
の
先
進
的
レ
ベ
ル
並
み

に
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、「
行
動
計
画
」
が
、

表 4　4 つの「国家次世代オープン・イノベーション・プラットフォーム」
企業名 技術

① 百度（Baidu） 自動運転 国家次世代 AI オープン・イノベーション・プラットフォーム
② 阿里雲（Alibaba Cloud） 都市大脳          　  　〃    〃
③ 騰訊（Tencent） 医療画像         　　   〃    〃
④ 科大訊飛（iFlyTek） スマート言語音声   〃    〃

表 5　地方政府の AI 産業園区計画
都市名 名称、関連情報など 報道時期

① 北京市門頭溝区 市政府 138 億元投資、約 55ha、工期 5 年 18 年 1 月
② 上海市浦東新区臨港地区 “ 上海臨港 AI 産業基地 ”、15 社の入居契約済 17 年 12 月
③ 深圳市南山区深圳湾 “ 深圳市 AI 産業チェーン専業園区 ” 17 年 11 月
④ 杭州市濱江区 “ 杭州 AI 産業園 ”、投資基金連盟も同時に設立 17 年 11 月

こ
の
第
一
歩
目
の
戦
略
目
標
に
関
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2
つ
の
文
書
は
、
目

下
の
と
こ
ろ
A
I
単
体
に
関
す
る
最
も
重

要
な
公
式
文
書
で
あ
る
の
で
注
１
、
ご
く
一

部
で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
注
目
し
た
部
分

の
概
要
を
表
1
～
3
に
紹
介
す
る
。
中
国

政
府
が
A
I
を
ど
の
よ
う
な
産
業
や
分
野

で
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
、
大
ま
か

に
イ
メ
ー
ジ
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。動

き
出
し
た
政
策

　

17
年
11
月
、科
学
技
術
部
は
、北
京
で「
次

世
代
A
I
発
展
計
画
と
重
要
科
学
技
術

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
会
」
を
開
催
、
同
部
や

国
家
発
展
改
革
委
員
会
な
ど
15
部
門
で
構

成
さ
れ
る
「
次
世
代
A
I
発
展
計
画
推
進

オ
フ
ィ
ス
」
と
27
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

戦
略
諮
問
委
員
会
の
発
足
が
宣
言
さ
れ
た
。

同
始
動
会
で
は
、
こ
の
他
、
第
一
陣
と
し
て

表
４
の
4
つ
の
「
国
家
次
世
代
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

設
立
が
公
表
さ
れ
、
各
社
の
代
表
者
が
中

国
の
次
世
代
A
I
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

と
述
べ
た
と
の
報
道
が
あ
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
詳
細
は
報
道

さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
が
主
導
し
て
、
民

間
企
業
を
動
員
し
、
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

点
は
、
体
制
の
違
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
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③
薬
物
の
探
索
：

・
深
圳
晶
泰
科
技
有
限
公
司
（XtalPi

、

医
薬
品
の
研
究
開
発
会
社
）

④
医
療
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
：

・
深
圳
碳
雲
智
能
科
技
有
限
公
司

（iCarbonX

）
：
ゲ
ノ
ム
、
生
理
学
、
行

動
デ
ー
タ
を
分
析
し
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た

医
療
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
。

（
4
）
教
育
関
係

①
A
I
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
：

　

業
者
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
介

し
て
A
I
に
ア
ク
セ
ス
、
A
I
が
個
々

の
生
徒
の
解
答
を
分
析
、
弱
点
を
把
握
し

て
個
別
の
指
導
を
行
う
。
上
海
乂
学
教

育
、
滬
江
教
育
科
技
（
上
海
）、M

aster 

Learner

な
ど
、
上
海
の
業
者
の
報
道
が

多
い
。

（
5
）
都
市
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム

①
「
都
市
大
脳
」
：

　

監
視
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
A
I
が
道
路

の
交
通
状
況
を
把
握
、
エ
リ
ア
全
体
の
信

号
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
車
両
の
円
滑
な
往
来
を
促
し
、

渋
滞
を
緩
和
し
た
り
、
救
急
車
両
の
現
場

到
着
を
早
め
た
り
、
交
通
事
故
の
発
生
を

発
見
・
通
知
す
る
シ
ス
テ
ム
。
す
で
に
、

中
国
国
内
で
は
、
杭
州
市
、
蘇
州
市
、
衢

州
市
、
マ
カ
オ
な
ど
7
都
市
で
の
導
入
が

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
市
も
採
用
を
決
め
た
と
の
報

道
が
あ
る
。
阿
里
雲
が
依
図
な
ど
12
社
を

率
い
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
現
状

は
、
都
市
の
交
通
管
制
機
能
だ
け
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
計
画
、
環
境
保
護

な
ど
で
の
活
用
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
模
様
。

注
1
：
15
年
7
月
、
国
務
院
が
国
発

［
2
0
1
5
］
40
号
「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
』

を
積
極
的
に
推
進
す
る
行
動
に
関
す
る
意
見
」

（
文
中
に
A
I
の
記
述
が
あ
る
）
を
公
布
し
、

翌
16
年
5
月
に
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
、
科

学
技
術
部
、
工
業
・
信
息
化
部
、
中
央
網
信
弁

（
中
国
共
産
党
中
央
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
安
全
・
情

報
化
指
導
小
組
弁
公
室
）
が
連
名
で
、
発
改
高

技［
2
0
1
6
］1
0
7
8
号「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＋
』
A
I
の
3
年
間
の
行
動
実
施
計
画
」
を

公
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
記
述
の
範
囲
の
広

さ
や
細
か
さ
と
も
に
、17
年
の
2
つ
の
文
書
（「
発

展
計
画
」
と
「
行
動
計
画
」）
に
は
及
ば
な
い
。

15
～
16
年
当
時
、
政
府
は
A
I
を
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
＋
」
の
枠
組
み
の
中
で
考
え
て
い
た
が
、

16
年
後
半
に
A
I
を
そ
の
枠
組
み
か
ら
解
き
放

つ
方
針
転
換
を
図
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

注
2
：「
H
A
級
」
は
、「
中
国
製
造
2
0
2
5
」

で
示
さ
れ
た
中
国
式
自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
で
、
上

か
ら
2
番
目
。
高
速
道
路
、
市
街
地
走
行
と
も

自
動
で
、
た
ま
に
運
転
手
が
運
転
す
る
。
な
お
、

最
上
級
の
「
F
A
級
」
は
完
全
無
人
運
転
。

と
が
で
き
る
た
め
、
各
地
の
公
安
庁
・
局

が
導
入
し
て
お
り
、
指
名
手
配
者
の
発
見
・

追
跡
・
逮
捕
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

報
道
を
見
て
い
る
中
で
は
、
北
京
曠
視
科

技
有
限
公
司
（M

egvii Technology 

Inc.

、
以
下
曠
視
）、
上
海
依
図
網
絡
科
技

有
限
公
司
（Yitu Tech

、
以
下
依
図
）、

浙
江
大
華
技
術
股
份
有
限
公
司
な
ど
が
顔

認
識
の
シ
ス
テ
ム
を
保
有
し
、
公
安
と
契

約
し
て
い
る
模
様
。

②
税
関
で
の
監
視
：

　

広
東
省
珠
海
市
・
マ
カ
オ
間
の
拱
北
検

問
所
で
は
、
密
輸
業
者
監
視
な
ど
の
た
め
、

依
図
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

③
銀
行
の
A
T
M
で
の
顔
認
証
：

　

招
商
銀
行
と
農
業
銀
行
の
A
T
M
は

顔
認
証
の
も
の
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。

前
者
は
、
依
図
の
技
術
で
、
後
者
は
広
州

雲
従
信
息
科
技
有
限
公
司
（
C
L
O
U
D 

W
A
L
K
）
に
よ
る
も
の
。

④
空
港
の
搭
乗
ゲ
ー
ト
な
ど
で
顔
認
証
：

　

空
港
の
業
務
合
理
化
・
効
率
向
上
の
た

め
、
百
度
の
技
術
で
ト
ラ
イ
ア
ル
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

⑤
ア
リ
バ
バ
の
ア
リ
ペ
イ
で
顔
認
証
導
入
：

　

ス
マ
ホ
の
ア
リ
ペ
イ
ア
プ
リ
で
顔
の
画
像

情
報
を
取
り
込
め
ば
、
顔
認
証
で
支
払
い

が
可
能
に
な
る
。「
ス
マ
イ
ル
・
ト
ゥ・
ペ
イ
」

と
言
う
。
杭
州
市
の
K
F
C
店
で
顔
の
ス

キ
ャ
ン
が
可
能
な
端
末
が
あ
る
。
技
術
は

ア
リ
バ
バ
で
は
な
く
、
曠
視
。

⑥
ニ
セ
モ
ノ
の
識
別
：

　

ア
リ
バ
バ
がT-m

all

と
淘
宝
網
で
A
I

を
使
っ
て
偽
造
品
を
特
定
し
て
い
る
と
い
う

香
港
紙
の
報
道
が
あ
っ
た
（
中
国
国
内
で

は
同
様
の
報
道
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
）。

⑦
自
動
車
保
険
の
損
害
額
査
定
：

　

自
動
車
外
部
の
損
傷
を
写
し
た
画
像
か

ら
A
I
が
損
害
額
を
算
出
す
る
も
の
。「
定

損
宝
」
と
い
う
名
称
で
、
ア
リ
バ
バ
が
保

険
会
社
向
け
に
提
案
し
て
い
る
。
保
険
会

社
の
査
定
コ
ス
ト
削
減
、
損
害
額
の
査
定

が
標
準
化
さ
れ
人
為
的
な
上
乗
せ
が
減

る
、
保
険
金
詐
欺
が
抑
止
さ
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
医
療
関
係

①
医
療
画
像
の
解
析
か
ら
診
断
を
補
佐
：

・
ア
リ
バ
バ
・
ヘ
ル
ス
：
C
T
ス
キ
ャ
ン
の

画
像
か
ら
器
官
の
炎
症
細
胞
を
特
定
、
ガ

ン
の
早
期
発
見
を
支
援
。

・
依
図
：
胸
部
C
T
、
児
童
骨
年
齢
（
X

線
）、
超
音
波
。（
そ
の
他
、
小
児
科
問
診
、

病
例
検
索
な
ど
）

②
問
診
な
ど
に
よ
る
診
断
補
佐
：

・
百
度
：
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
医
師
に
診
断
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
。

・
科
大
訊
飛
（iFlyTek

）
：
患
者
情
報
を

収
集
し
、
初
期
診
断
が
可
能
。（
医
師
資

格
試
験
の
筆
記
試
験
合
格
）




